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雇用保険の対象でなかった方は、

無料の職業教育訓練を受けられなか

ったのです。また、失業手当が出る

のは失業後最長で３３０日間ですか

ら、その期間を過ぎても新しい就職

先が見つからないと生活保護に陥っ

てしまうケースも少なくありません

でした。 

そこで、雇用保険と生活保護との

間を補う第２のセーフティネットと

いう位置付けの制度が必要だと考え

たのです。 

 要するに、以上の２つの機能を備

えたものが求職者支援制度にほかな

りません。スタートしたのは民主党

政権だった２０１１年１０月です。

この制度では、一定の所得要件に基

づいて最大で月１０万円の給付金を

支給します。それを生活の支えにし

ながら３ヵ月、６ヵ月、１年、さら

に最長２年まで民間のスクールの講

座を受講することができるのです。 

求職者支援制度の利用者は好不況

による増減はあるものの、これまで
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今では、現場の受講者の熱心さと

就職率の高さからもわかるように、

費用対効果の高い制度になっていま

す。 

 

 

 

私が求職者支援制度の構想を提起

した２０００年の初当選時に比べ、

仕事の環境も大きく変わってきまし

た。かつては、採用した後で仕事を

教えるという会社も多かったのです

が、今は、どの会社もそんな余裕は

なく、専門的な能力を発揮できる即

戦力の人材を強く求めるようになっ

ています。しかも技術の進歩で、ビ

ジネススキルを常に向上させていか

ないと、一定の報酬が得られにくく

なってきました。 

これからも、求職者支援制度を時

代の要請に合わせることで、日本全

体の働く力を高め、安心して就労で

きる社会を実現していきます。 

（裏面へつづく） 

合計約３６万人にも上っています。

最近では年間約６万人が利用してい

て、そのうち雇用保険の対象の会社

に就職している人が６割くらいで、

そうではない会社も合わせると８割

以上の人が就職先を見付けているの

です。この就職率はかなり高いので

はないでしょうか。 

 

 

 

 

私が立ち上げた制度ですから大き

な責任もあります。それで実情がど

うなっているか知るために、ときど

き求職者支援制度が実施されている

現場、すなわちスクールに足を運ぶ

ようにしています。 

制度の導入当初は不正を働くスク

ールも出ました。それで新聞に掲載

されたこともあるのですが、この制

度については有識者を入れて、常に

フォローアップしながら改善してき

ました。 

 

 

 

着実に成果を挙げている 

求職者支援制度の活用 

フォローアップによって 

費用対効果の高い制度に 

求職者支援制度を 

常に時代に合わせる 

私が出席したある集まりで４０歳

くらいの女性からこんな話を聞きま 

した。「離婚して小学生の子供２人 

と実家に帰りました。安定した仕事

に就きたくても、専門的な仕事のス

キルがないため、パートしかありま

せん。そこでハローワークで相談し

たところ、月１０万円の給付を受け

ながら、職業訓練を受けられる制度

を紹介されました。その制度を利用

して介護職員実務者研修を受け、資

格を取得することで、介護サービス

会社に正社員として採用してもらえ

ました」 

この制度こそが私が実現させた求

職者支援制度なのです。２０００年 

 
埼玉県立の職業訓練学校を視
察。私の手がけた求職者支援
制度を利用して通っている生
徒もおり、就職率はほぼ１０
０％です。時代に合わせた制
度によって働く力を高めてい
くことが必要です。 

６月に初当選した総選挙で訴えた私

の選挙公約が制度の基本的なコンセ

プトになっています。 

まず当時、リストラされた中高年、

自営業を辞めて会社員として再就職

したい人、子育てが終わって仕事を

したい主婦などが、就職したいと思

った場合、公費で職業能力をつける

というような制度はありませんでし

た。 
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大 島 あ つ し 
前衆議院議員 

の活動について報告します。 

家族を守る力になりたい  

安心して働くことが 
できる社会を実現する 

地元の有名企業を訪問。日本が元気になるた
めには、企業全体の９９パーセントを占める
中小企業が元気でなければなりません。 
地元の声を聞きながら、適切な支援を行って
います。 
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日本の生産年齢人口（１５歳～６

４歳）がピークを迎えた１９９５年、

転職して生保の営業を始めた私は、

お会いする経営者の方に、総人口と

生産年齢人口の推移のグラフを使っ

て将来の人口減少と人手不足を説明

することにしていました。以後、生

産年齢人口が減少に転じ、ピーク時

の８７００万人から２０１６年には

７７００万人を割り込みました。 

２０００年代はインターネットの

普及で定型的な仕事が情報機器や機

械に置き換わって若い人たちを中心

に大量の失業者が出るようになった

のですが、２０１０年代には団塊世

代の完全リタイアで労働力の減少が

顕著になり、労働力の需給が逼迫し

てきたのです。従来のビジネスモデ

ルも成り立たなくなってきたので

す。 

２０００年代のビジネスモデル

は、２０代、３０代の若い人たちを

非正規で雇い、一生懸命働いてもら

う 

 

うように動機付けを行うというもの

でした。労働力の需給が逼迫する２

０１０年代にはそうした手法では企

業は収益を伸ばせなくなってきまし

た。 

 

 

 

私は、人口が減少しているからこ

そ日本人の仕事の仕方を見直して効

率化していかなければならないと考

えています。 

今のタイミングは日本の次の発展

に向けた助走期間であり、人口減少

を１つの転機として日本の産業構造

をより高度化し、一人ひとりの給与

を引き上げ、人口減少でも豊かさを

保てる社会をつくっていくチャンス

ともいえます。 

男性でも女性でも、年を取っても、

できるだけ多くの人たちに働いてい

ただきたいというのは事実ですが、

国が強く政策誘導することは馴染み

ません。 

安心して働ける制度と仕事の効率

率 

 

 

 

 

 

 

 

 

逼迫する労働力の需給が 

ビジネスモデルを変える 

 

 

人口減少でも豊かさを保てる 

社会をつくるチャンス 

化によって、より充実した働き方がで

きる社会を作ることが政治にできる

ことだと思います。 

 かつては、１つの技術を身につけれ

ば安定して仕事を得ることができま

したが、科学技術のイノベーションや

ビジネスモデルの変化によって、一生

涯勉強をして常にスキルを磨かなけ

ればならない時代となりました。 

さらに民間企業も人材育成に手間

をかけるゆとりがなくなっている中

で、私は効果的に機能している求職者

支援制度をさらに拡充することによ

って、日本を担う産業人材を育成して

いきます。 

２５年ぶりにベトナムのハノイを訪問
し、日本に技能研修生を送り出している
教育機関を視察。教室で彼らのノートを
見せてもらうと、律儀にそして丁寧に書
き込まれていました。意欲の高さと日本
への期待を実感しました。 

地元の障がい者就労支援施設を訪問。指導
される方も熱心で、皆さん、明るく、委託
された軽作業に従事しています。一生涯に
わたり、一人ひとりに居場所と出番がある
社会を築き上げることが政治の使命です。 

 

す方は自己主張が極めて強い一方で

世の中を良くしたいという改革のエ

ネルギーを持った人が多く、政党が

議員を束ねるのは大変です。政党が

育つためには数々の試練を積み重ね

ながら互いの信頼関係を深め、個性

的な議員を束ねる知恵を蓄えて行く

必要があります。そうした政党同士

が切磋琢磨し、国民の信託を得て国

政を担うようになります。 

私が他党も含めて政治家間の合意

形成を図る際には会社生活でつちか

われた本音を見抜く能力と忍耐力が

大いに助けとなっており、かつてサ

ラリーマンとして仕事ができたこと

にいつも感謝しています。 

サラリーマンから政治家に 

大学卒業後、日本鋼管（現在のＪ

ＦＥスチール）に入社し、１４年間

製造業の社員として働いた後、３８

歳でソニー生命に転職し、５年間勤

務しました。 

北本から新宿まで電車で毎日通勤

していたのですが、偶然、政治面の

下のほうに「民主党が候補者を公募

している」という小さな記事が目に

留まりました。当時は日本経済にも

まだバブルの後遺症が残っており、

多くの企業がリストラを進めていま

した。サラリーマンには大変な時代

だったのです。私が書いた小論文も

「雇用対策」がテーマでした。翌２

０００年６月、民主党公認候補とし

て衆議院総選挙に立候補し、４３歳

の初挑戦で衆議院議員になることが

できたのです。 

私は公募というシステムによって

政治の世界に入ることになりました

が、そもそも普通に暮らしている人

のほとんどの方は政治家になろうと

は思わないでしょう。政治家を目指 

鉄鋼会社のサラリーマン時代に、研修
で製鉄所を訪れた新入社員と。（右端が
大島） 

ベトナム、タイ、インドネシアの青年が病
院や介護施設で研修を受けながら、日本人
と同様の試験に合格して、看護師や介護福
祉士として働いています。先日、彼らが働
く病院を視察し、日本語で意見交換をしま
した。お年寄りを敬う気持ちが強く、患者
さんからも信頼されています。今後、当た
り前となる日本の風景と思います。 


